情報理論レポート１解答例

１．英文の情報量

（１）

26文字かからなるアルファベット
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の出現確率は、手元の紙の辞書のページ数に比例するとしよう。このとき、
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に対して、確率
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を求めよ。なお、解答には用いた辞書を明記すること。

ここでは、手元の辞書として、研究社「リーダーズ英和辞典」を用いる。

総ページ数が、2540であり、各アルファベットのページとページ数は以下の通り。
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終了

ページ数
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以上より、以下のように個々の記号の出現確率が求められる。
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ちなみに、平均ページ数は、
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である。98ページ以上の記号は自己情報量が小さく、９７ページ以下の記号は自己情報量が大きい。

（２）（１）の確率に基づいた情報源を
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とする。また、全てのアルファベットが均等に現れる情報源を
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とする。

このとき、情報源Ａのエントロピー（平均情報量）
[image: image33.wmf]()

HA

および情報源Ｂのエントロピー
[image: image34.wmf]()

HB

をそれぞれ求めよ。

Ｂの方が簡単なのでまず求める。
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次に情報源Aのエントロピーを求める。
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このように、
[image: image37.wmf]()()
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が成り立つ。一般に、一様でない（不均等な）情報源アルファベットが現れる情報源は、記号が一様に現れる情報源よりもエントロピーが小さい。

（３）

単語
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が情報源Aから生成されたときの自己情報量を
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、情報源Ｂから生成されたときの自己情報量を
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と表す。このとき、次の自己情報量をそれぞれ求めよ。
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個々の記号
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に対して、情報源Ａにおける自己情報量を
[image: image46.wmf]()

A

i

a

と表し、情報源Ｂにおける自己情報量を
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と表す。

情報源Bでは、全ての記号において自己情報量は等しく、


[image: image48.wmf]1

()log4.70[]

26

B

ibit

a

=

;


と求められる。

簡単なのでまず(b),(d)を求める。
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なお、出現確率が一様でない情報源では、自己情報量は平均情報量よりも大きくなることがある。（出現確率の小さい記号だけからなるような文字列だと自己情報量が大きくなる。例えば、quiz等は自己情報量が大きい。逆に、出現確率の大きい文字列だと自己情報量が小さい。例えば、pac等は自己情報量が小さい。）
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